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※本資料については、平成 20 年 3 月にとりまとめたものである。 

1. 霞ヶ浦導水事業環境影響検討の結果（案） 概要版 

平成 20年 3月にとりまとめた、霞ヶ浦導水事業環境影響検討の結果を以下に示す。 

事業実施前の状況（生物の影響評価における指標種の選定等）について、現時点と異なる点もある。 
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2. 塩水遡上のモニタリング方法 

2.1 那珂川における塩水遡上の既往調査結果 

那珂川では、渇水時に塩水遡上調査が行われ、以下の特性が把握されている。 

① 塩水遡上距離及び塩化物イオンの縦断分布 

渇水時に満潮時刻にあわせて、塩化物イオンの縦断分布を把握する現地観測が行われ、図 2.1に示す塩

水くさび図及び塩水遡上距離（塩水遡上端は塩化物イオン 200mg/L）が得られ、データが蓄積されてい

る。 

 

図 2.1 塩水遡上調査結果の一例 

出典）常陸河川国道事務所による渇水調査結果報告 

 

② 定点における塩化物イオンと塩水遡上距離の関係 

塩水遡上調査（①）とあわせて大杉山揚水機場（11.8km）取水口前面及び勝田橋（8.0km）において塩

化物イオンが観測されており、図 2.2に示す各地点の塩化物イオンと塩水遡上距離の関係が得られてい

る。 

また、既往文献においても 13.8km地点下層の塩化物イオンと塩水遡上距離の関係が示されている（図 

2.3）。 

これらの図から、定点の塩化物イオンが高いほど、上流まで塩水が遡上する傾向がみられる。 

 

図 2.2 各地点の塩化物イオンと塩水遡上の先端位置の関係 

（令和 4 年及び令和 5 年の常陸河川国道事務所による渇水時塩水遡上調査結果から定点における塩分濃度と塩水遡上距離の関係

をプロットしたもの） 
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図 2.3 13.8km地点下層の塩化物イオンと最大

遡上距離 

出典）那珂川における塩水遡上の現地観測,福岡捷二ら,第

32 回水理講演会論文集 1998 年 2 月 
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2.2 塩水遡上のモニタリング計画 

① 塩水遡上距離及び塩化物イオンの縦断分布調査 

➢ 調査方法 

船上から簡易水質計（導電率計）を投げ込み、塩分の鉛直分布（上層・中層・下層）及び縦断分布（500m

間隔）を測定する（横断方向は最深部）。 

➢ 測定範囲 

塩化物イオン 200mg/L が観測された最上流部を塩水遡上の先端部とし、その地点から 3.0 km 下流ま

での範囲を測定箇所とする。 

➢ 観測時刻 

観測は満潮時に行う。 

 

 

図 2.4 塩水遡上調査の調査範囲及び調査地点 

出典）常陸河川国道事務所による渇水調査計画 

 

 

② 定点における塩化物イオンの連続観測 

➢ 調査地点 

・万代橋（13.8km） 

・大杉山揚水機場（11.8km）取水口前面 

・勝田橋（8.0km） 

➢ 調査方法 

・簡易水質計（導電率計）を設置し、1 時間間隔でデータを取得する。 

・導電率の観測値を塩化物イオンに換算する。 

 

 

2.3 塩水遡上抑制効果の評価 

霞ヶ浦から那珂川への送水による塩水遡上抑制効果は、図 2.5 に示すように塩水遡上抑制効果は送水がな

い場合と送水があった場合の塩水遡上距離の差とする。 

渇水時の塩水遡上距離及び定点の塩化物イオンの変化を河川流量、送水量、潮汐変動とあわせて分析し、

送水による塩水遡上抑制効果を把握する。 

効果の把握にあたり、必要に応じて塩水遡上シミュレーションを援用する。 

 

 

図 2.5 塩水遡上抑制効果のイメージ 

：観測地点

塩水遡上先端部
（下層部において、塩化物イオン200mg/Lが観測された地点）

那珂川

•横断方向の観測個所については、最深箇所の１地点とする。
•鉛直方向の観測については、水深に対し表層・中層・下層の３地点とする。
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3. 河川水辺の国勢調査の過年度実績（調査方法および調査時期） 

既往の河川水辺の国勢調査における調査方法および調査時期について、各調査項目と各調査地点での実施

状況を以下に整理した。生物モニタリングでは、この実施状況に準ずるものとする。 

 

表 3.1 調査地点別の調査実施状況（鳥類）（1/2） 

 

表 3.2 調査地点別の調査実施状況（鳥類）（2/2） 

 

調査手法

春渡り 繁殖期 秋渡り 越冬期 スポットセンサス

那珂川・桜川 2013 那那常0 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常2 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常3 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常4 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常5 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常6 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常7 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常8 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常9 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常10 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常11 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常12 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常13 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常14 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常15 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常16 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常17 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常18 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那那常19 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常0 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常1 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常2 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常3 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常4 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常5 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常6 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常7 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那涸常8 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那桜常0 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那桜常1 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那桜常2 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那桜常3 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那桜常4 ● ● ● ● ● 2人×10分

那珂川・桜川 2013 那桜常5 ● ● ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞0 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞1 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞2 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞3 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞4 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞5 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞6 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞7 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞8 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞9 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞10 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞11 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞12 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞13 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞14 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞15 ● ● ● 2人×10分

流域 調査実施年 調査地点 調査努力量
調査時期

調査手法

春渡り 繁殖期 秋渡り 越冬期 スポットセンサス
霞ヶ浦 2017 利西霞16 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞17 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞18 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞19 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞20 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞21 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞22 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞23 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞24 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞25 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞26 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞27 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞28 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞29 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞30 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞31 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞32 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞33 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞34 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞35 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞36 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞37 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞38 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞39 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞40 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞41 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞42 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞43 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞44 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞45 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞46 ● ● ● 2人×10分

霞ヶ浦 2017 利西霞47 ● ● ● 2人×10分
霞ヶ浦 2017 利西霞48 ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下19 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下20 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下21 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下22 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下23 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下24 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下25 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下26 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下27 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下28 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下29 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下30 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下31 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下32 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下33 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下34 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下35 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下36 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下37 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下38 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下39 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下40 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下41 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下42 ● ● ● ● ● 2人×10分

利根川 2017 利利下43 ● ● ● ● ● 2人×10分
利根川 2017 利利下44 ● ● ● ● ● 2人×10分

流域 調査実施年 調査地点
調査時期

調査努力量
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表 3.3 調査地点別の調査実施状況（両生類・爬虫類） 

 

 

表 3.4 調査地点別の調査実施状況（魚類） 

 

 

表 3.5 調査地点別の調査実施状況（底生動物） 

 

 

 

 

春季 夏季 秋季
①

目撃法、捕獲法、
フィールドサイン法

②
カメトラップ

那珂川・桜川 2020 那那常1 ● ● ● ● ①2人×2時間
那珂川・桜川 2020 那那常2 ● ● ● ● ①2人×2時間
那珂川・桜川 2020 那涸常1 ● ● ● ● ①2人×2時間
那珂川・桜川 2020 那桜常1 ● ● ● ● ①2人×2時間
霞ヶ浦 2013 利西霞1 ● ● ● ● ● ①2人×2時間②1個×1晩
霞ヶ浦 2013 利西霞2 ● ● ● ● ● ①2人×2時間②1個×1晩

霞ヶ浦 2013 利西霞3 ● ● ● ● ● ①2人×2時間②1個×1晩
霞ヶ浦 2013 利西霞4 ● ● ● ● ● ①2人×3時間②1個×1晩
霞ヶ浦 2013 利西霞5 ● ● ● ● ● ①2人×3時間②1個×1晩
利根川 2013 利利下3 ● ● ● ● ● ①2人×4時間②2個×1晩

流域

調査時期 調査手法

調査努力量調査地点
調査
実施年

春季 夏季 秋季 投網 タモ網 サデ網 地引き網 はえなわ 刺網 定置網 カゴ網 セルびん 電撃捕漁器
那珂川・桜川 2021 那那常1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計6時間採集（設置時間1晩）
那珂川・桜川 2021 那那常2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計5.5時間採集（設置時間1晩）

那珂川・桜川 2021 那那常3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計2.5時間採集（設置時間1晩）
那珂川・桜川 2021 那涸常1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計3.5時間採集（設置時間1晩）
那珂川・桜川 2021 那桜常1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計1.5時間採集（設置時間1晩）
霞ヶ浦 2019 利西霞1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計3.5時間採集（設置時間1晩）
霞ヶ浦 2019 利西霞2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計5時間採集（設置時間1晩）
霞ヶ浦 2019 利西霞3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計4時間採集（設置時間1晩）

霞ヶ浦 2019 利西霞4 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計4時間採集（設置時間1晩）
霞ヶ浦 2019 利西霞5 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計3時間採集（設置時間1晩）
利根川 2019 利利下3 ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計2.5時間採集（設置時間1晩）
利根川 2019 利利下4 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●の漁具で合計2時間採集（設置時間1晩）

●
●

●
●
●

●
●

調査手法
流域

調査
実施年

調査地点 調査努力量
調査時期

春季 夏季 冬季 ①定量採集 ②定性採集

那珂川・桜川 2018 那那常1 ● ● ● ● ● ①15cm×15cm×4回②2人×2時間
那珂川・桜川 2018 那那常2 ● ● ● ● ● ①15cm×15cm×4回②2人×2時間
那珂川・桜川 2018 那涸常1 ● ● ● ● ①15cm×15cm×4回②2人×3時間

那珂川・桜川 2018 那桜常1 ● ● ● ● ①25cm×25cm×3回②2人×2時間
霞ヶ浦 2020 利西霞1 ● ● ● ● ①15cm×15cm×3回②2人×2時間
霞ヶ浦 2020 利西霞2 ● ● ● ● ①15cm×15cm×3回②2人×1.5時間

霞ヶ浦 2020 利西霞3 ● ● ● ● ①15cm×15cm×3回②2人×2時間
霞ヶ浦 2020 利西霞4 ● ● ● ● ①15cm×15cm×3回②2人×1.5時間
霞ヶ浦 2020 利西霞5 ● ● ● ● ①15cm×15cm×3回②2人×2時間

利根川 2020 利利下3 ● ● ● ● ①15cm×15cm×4回②2人×2時間
利根川 2020 利利下4 ● ● ● ● ①15cm×15cm×4回②2人×2時間

流域
調査時期 調査手法

調査努力量調査地点
調査
実施年

表 3.6 調査地点別の調査実施状況（植物） 

 調査手法

春季 夏季 秋季 踏査

那珂川・桜川 2019 那那常1 ● ● ● ● 2人×1.5時間
那珂川・桜川 2019 那那常2 ● ● ● ● 2人×2時間

那珂川・桜川 2019 那涸常1 ● ● ● ● 2人×3時間
那珂川・桜川 2019 那桜常1 ● ● ● ● 2人×2時間

霞ヶ浦 2018 利西霞F1 ● ● ● 2人×1.5時間

霞ヶ浦 2018 利西霞F2 ● ● ● 2人×1.5時間
霞ヶ浦 2018 利西霞F3 ● ● ● 2人×2時間

霞ヶ浦 2018 利西霞F4 ● ● ● 2人×2.5時間
霞ヶ浦 2018 利西霞F5 ● ● ● 2人×1.5時間

霞ヶ浦 2018 利西霞F6 ● ● ● 2人×1.5時間

霞ヶ浦 2018 利西霞F7 ● ● ● 2人×3時間
霞ヶ浦 2018 利西霞F8 ● ● ● 2人×2時間

霞ヶ浦 2018 利西霞F9 ● ● ● 2人×3時間
霞ヶ浦 2018 利西霞F10 ● ● ● 2人×3時間

霞ヶ浦 2018 利西霞F11 ● ● ● 2人×2時間

利根川 2018 利利下2 ● ● ● 2人×3時間
利根川 2018 利利下3 ● ● ● 2人×3時間

調査努力量調査地点調査実施年流域
調査時期
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4. カワヒバリガイの分布状況 

那珂川への送水時に霞ヶ浦から外来種のカワヒバリガイが移送されると懸念されている。霞ヶ浦では高浜樋管

周辺以外で、那珂川では涸沼前川の上流で生息が確認されている。確認状況の詳細は以下のとおりである。 

 

【霞ヶ浦・利根川水系】 

・霞ヶ浦では高浜樋管周辺（高浜地先水域）を除く全域にて分布が確認されている（2005年に初確認） 

・利根川水系の他の河川でも確認されている（小貝川・利根川：2007年初確認） 

 

 

 

【那珂川水系】 

・笠間池（笠間市、涸沼川上流支川）で 2014年に、不動谷津池（笠間市、涸沼前川）で 2015年に生息が確認

されている 

・霞ヶ浦用水を介して侵入したと推定され、涸沼への分布拡大が懸念されている 

 

 

出典）利根川下流河川事務所 

「利根川下流及び霞ヶ浦におけるカワヒバリガイ対策に関する意見交換会」（平成 31 年 2 月 22 日） 

農研機構 伊藤上級研究員 講演資料より 

 高浜樋管周辺 

（高浜地先水域） 

では未確認 

那珂樋管周辺 

（那珂川本川） 

では未確認 

涸沼川 
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5. カワヒバリガイの生活史等 

カワヒバリガイは、水温によるがおよそ 6～9 月に浮遊幼生が着底、その後はコンクリート護岸や転石の下部

等に固着し成貝として 2～3年を過ごすものとされている。生活史の詳細は表 5.1、生息状況模式図は図 5.1に

示すとおりである。 

カワヒバリガイは乾燥に弱く、水から露出すると 20℃の環境下では 5日で死亡する。水際では、水位低下に伴

い死滅する可能性が高くなる（出典：カワヒバリガイ被害対策、農林水産省資料）。これらのことから、成貝調

査の調査時期は、発見のしやすさを考慮して水位低下期に設定する。 

浮遊幼生調査は通年で調査を行う。ただし、17℃以上で幼生の発生が確認されることから、水温が上昇する 4

月以降から繁殖期後半の 8月までは月に 2回ないし 3回の頻度、それ以外の時期は月に 1回の頻度を目安に実施

する。 

 

表 5.1 カワヒバリガイの生活史 

 

・繁 殖 期：水温が 21℃を超える頃（6 月～9 月ぐらい） 
※17℃を下回る水域・期間では幼生の発生は認められない 

・生息場所：淡水域（塩分耐性が低いため、汽水域では分布がみられない） 
※足糸という繊維状物質を分泌して付着基盤（コンクリート・岩・石等）に固着する 

・寿 命：日本では 2～3 年 
・大 き さ：殻長 2～3cm 
・餌 ：植物プランクトン等 

出典）カワヒバリガイ被害対策、農林水産省資料【想定した地域：東海地域】 

 

 

 

図 5.1 カワヒバリガイの生息状況模式図 

出典）特定外来生物カワヒバリガイは霞ヶ浦湖岸の約半分まで分布を広げている（農環研ニュース） 

 

 


